
 

 

 ～「今，求められている力」を子どもたちにつけるために～ 

１ 学力調査の問題から出題の趣旨を知る 

 ◎「全国学力・学習状況調査 解説資料」をぜひご活用ください。 

  ＜内容＞ 

１ 出題の趣旨 

    出題の意図や把握しようとする力など 

２ 解説 

   ・学習指導要領における領域・内容 

   ・評価の観点    ・解答類型 

   ・正答について   ・誤答について 

３ 学習指導に当たって 

    学習指導の充実・改善を図る際のポイント 

４ 出典等 

    過去の関連問題について 
 

  ※理科については， 

「全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた理科の観察・実験に関する指導事例集」 

   をご活用ください。        
 

 

 

 

 

 

 

２ 分析をもとに課題を明確にし，改善に生かす 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

・自分の考えを書くこと 

・筋道立てて説明すること 

 など 

・比較すること  

・関連付けること 

・他者の考えの意図を読み取ること など 

今回の学力調査 

・平均正答率 

・無解答率 

・設問ごとの分析 

・領域，出題形式別 

・誤答分析 

・相関関係（教科間，質問紙） 

次回の学力調査 

・単元末・定期テスト 
・小テスト ・帯タイム 
・授業における様子 
・家庭学習 等 

改
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小学校国語    中学校国語 

小学校算数    中学校数学 

💡学力調査からは・・・・ 

こういった力が求められています。 

NO.15 

H.26.6.16 



◆全国学力・学習状況調査から 

小学校国語 

 

 

 

設問１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈解説資料から〉 

 討論会においては，自分の意見と相手の意見とを比較して，立場や意見の違いを明

確にした上で，質問や意見を述べることが重要である。そのためには，相手の意見を

引用したり，根拠となる事実を明確にしたりして話すことができるように指導するこ

とが大切である。 

 

 

目的や意図に応じて，計画的に討論する 

 

大野さんの発言を引

用し，それに対する

質問や意見を条件に

合わせて述べる。 

目的に応じて話し合いの観点を整理する。 

質問の意図を

捉える。 



 

 

 

 

設問２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈解説資料から〉 

 自分の課題を解決するために，科学に関する本や文章などを読み，書かれている内

容と生活経験や既有の知識などとを関係付けて考えをまとめることは重要である。疑

問に思ったこと，分かったことなどを色の違う付箋に書き分けることで，事実と感想，

意見などとを区別して捉えることができるように指導することが効果的である。 

 

 

目的に応じて必要となる情報を取り出し，それらを関係付けて読む 

 

付箋に書かれた内容を

関係付けながら，原田

さんがもった疑問を推

測し，まとめて書く。 

複数の内容を一文にまとめたり，「例えば」という言葉を使っ

て具体的な事例を示したりして，条件に合わせて文章を書く。 



 

 

 

 

設問３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈解説資料から〉 

 一編の詩だけでなく，同じ作者の作品や，同じ題材の作品を集めて，複数の詩を比

べて読むことで，多様な表現の工夫に気付くことができるように指導することが大切

である。 

 詩の解釈について交流し，自分の考えを広げ，深めていくためには，詩を読む目的

を明確にして，感想，解説，推薦などの文章として考えをまとめ，発表し合う場面を

設けることが考えられる。その際，互いに考えたことがどのように共通したり相違し

たりしているかを明らかにすることが大切である。 

 

 

二つの詩を比べて読む 

 

２つの詩を比べて読

み，共通点や相違点に

着目して自分の考え

を書く。 

それぞれの連で繰り返さ

れている言葉に着目し，

どのような意味を表して

いるかを的確に捉える。 



小学校算数 

   

 

 設問１(2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜解説資料から＞ 

   算数科の授業では，いろいろな考え方や解決方法を解釈することで，表現のよさに気付

いたり，見方を変えて新しい解決方法を考えたりすることが大切である。 

   指導に当たっては，式に基づく説明と言葉に基づく説明を関連付け，式の意味を理解す

ることが考えられる。その際，結合法則の説明から示された計算のきまりを読み取り，異なる

数値の場合でも適用していくことが大切である。 

 

 

  

 設問４(2) 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜解説資料から＞ 

   日常生活の事象を算数の内容と関連付け，学習した用語を用いて的確に表現できるよう

にすることは，算数と日常生活との関わりについて興味・関心を高める上で大切である。 

   「12 は，４小節を３回して，６小節を２回すると重なるところです」といった表現を，算数で

学習した用語を基に洗練する場面を設け，最小公倍数などの用語を用いて表現し直すこと

が考えられる。このような活動を通して，算数の用語を用いると事象を簡潔に表現できるよ

さに気付くことが大切である。 

他者の考えを解釈し，それを基に説明する 

日常生活の場面から規則性を読み取り，数学的に表現する 

二人の説明から計算

の工夫を捉え，それ

を基に他の計算の方

法を考える。 

音楽科の学習に関連付

け，示されたリズムに

ついて考察する 

［正答例］１２は，４と６の最小公倍数です。 



中学校国語 

 

 

 

設問１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈解説資料から〉 

 様々な標語を読んだり，自分の思いや考えを標語の形で表現したりすることは，伝

えたい事柄が相手に効果的に伝わるよう，簡潔に表現する能力を育成する上で有効で

ある。社会の中で実際に使われている表現と自分たちの表現とを比較して考えること

は，実生活に生きて働く国語の力を育成することにつながる。 

 

 

読書についての標語を考える 

 

文章に表れてい

るものの見方に

ついて，自分の考

えをもつ 

文章の構成や表現の仕

方などについて，根拠

を明確にして自分の考

えを書く 



 

 

設問２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈解説資料から〉 

 自らの課題を解決するために様々な本や資料を読むことは，各教科等の学習や社会

生活においても重要である。その際には，目的に応じて必要な情報を選んで読み取っ

たり，幾つかの情報を組み合わせて判断したりするなど，読み取った情報を活用する

ことが求められる。 

説明的な文章を読む〈接着剤〉 

 

複数の資料を比較して読

み，要旨を捉える 

資料から適切な情報を得て，

伝えたい事実や事柄が明確

に伝わるように書く 

複数の資料から必要な情報を

読み取る 



 

 

 

設問３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈解説資料から〉 

 古典落語は，現代においても広く親しまれている伝統芸能であり，噺を聞きながら

当時の文化や生活を想像することができる。古典に親しませるとともに，我が国に長

く伝わる言語文化について関心を広げたり高めたりするのに適した教材の一つであ

る。本問では，「目黒のさんま」を取り上げ，文章の内容を的確に捉えた上で，資料

から必要な情報を読み取って活用したり，落語の演じ方について根拠を明確にして自

分の考えを書いたりすることを求めている。 

 

 

落語を味わう（「目黒のさんま」） 

 

落語に表れているものの見方

や考え方について，根拠を明

確にして自分の考えを書く 

目的に応じて必要な

情報を読み取る 



中学校数学 

 

設問１(3)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜解説資料から＞ 

   日常的な事象の問題について，数学を活用して解決できるようにするために，事象を理

想化・単純化して図に表す活動を取り入れることが考えられる。例えば，本設問を用いて，

実際に掲示物が隠れない位置を探す場面を設定し，観測者の視線と掲示物の位置関係

を考察することで，観測者の視線を直線で表現するとよいことを捉えられるようにすることが

考えられる。 

 

 

設問 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜解説資料から＞ 

   証明を書くことができるようにするために，結論を導くために何がわかればよいかを明らか

にしたり，与えられた条件を整理したり，着目すべき性質や関係を見出したりすることで証明

の方針を立てる活動を取り入れることが考えられる。（H26数学Ａ８） 

   また，設問(2)のように，与えられた問題に条件を付加することで，発展的に考える機会

を設けることが考えられる。その際，証明を振り返り，証明の過程で見出した事柄や証明さ

れた事柄に着目し，新たな性質を見出すことができるかどうかを考える場面を設定すること

が考えられる。 

事象を理想化・単純化し，問題解決の方法を数学的に説明する 

構想を立てて証明し，証明を振り返って考える 

[解答例] 

健太さんの目と木の先端の 2 点で決まる
直線を引き，その直線と校舎を表す線分
との交点を求め，その位置に横断幕の下
端が一致するように取り付ければよい。 

証明の方針を立てて証明する。（Ａ問題８） 

(1)で証明した 
△ABD≡△ACE を使う
ｙ。 

証明の構想を立てる 

真横から見た図に観測者の
視線を表す直線をひく 



質問紙調査から 

  

＜今年度，新たに付け加わった項目＞ 

番号 質問項目 

(26) 学校生活で友達関係など何か悩みを抱えたら，誰に相談することが多いですか。 

(27) 学級みんなで協力して何かをやり遂げ，うれしかったことがある 

(28) 先生は，あなたのよいところを認めてくれていると思う 

(48) 
学級の友達との間で（生徒の間で）話し合う活動を通じて，自分の考えを深めたり，

広げたりすることができている。 

 

＜昨年度から新たに付け加わった項目＞ 

 ※昨年度は「きめ細かい調査」として，学校ごとに質問紙Ⅰ・Ⅱ・Ⅲに分かれて実施されています。 

番号 質問項目 昨年度 

(8) 友達に伝えたいことをうまく伝えることができる。   Ⅲ 

(9) 友達と話し合うとき，友達の話や意見を最後まで聞くことができる。     Ⅲ 

(13) 

普段(月曜日から金曜日)，１日当たりどれくらいの時間，携帯電話やスマー

トフォンで通話やメール，インターネットをしますか。(携帯電話やスマート

フォンを使ってゲームをする時間は除きます）  

Ⅰ 

(20) 
家の人（兄弟姉妹は含みません）は，授業参観や運動会などの学校の行事に

来ますか。 
Ⅰ 

(32) 新聞を読んでいますか。 Ⅱ 

(33) 
テレビのニュース番組やインターネットのニュースを見ますか。（携帯電話や

スマートフォンを使ってインターネットのニュースを見る場合も含みます。）   
Ⅱ 

(40) 
「総合的な学習の時間」では，自分で課題を立てて情報を集め整理して，調

べたことを発表するなどの学習活動に取り組んでいる。 
Ⅲ 

(44) 授業のはじめに目標（めあて・ねらい）が示されていたと思う。 Ⅲ 

(45) 授業の最後に学習内容を振り返る活動をよく行っていたと思う。   Ⅲ 

(49) 授業の中で分からないことがあったら，どうすることが多いですか。 Ⅲ 

 

 

 

今年度の児童・生徒質問紙の質問項目には，新たな内容が盛り込まれています。 


